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　　　　　　　　本邦の白亜紀およぴ第三紀の石灰質団塊中の珪質鞭毛藻化石群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　沢村孝之助＊音羽　恵子＊

　　　　　　　　　　　　s盟量co餌題ge魍ε臆es鯉⑪窟題量聡c識且c謎蜜e⑪服s　c⑪臨e置e重量⑪鵡s

　　　　　　　　　　　　　飾翻西臨磁e訟ce⑰鵬蹴西Te熊量麗y⑪亘」聯躍

　　　　　　　　　　　　　　　Konosuke　SAwA㎜RA　an。d　Keiko　OTowA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A恥s麗瓶磁

　　　　　　　SilicoflageUate　Hora　included　in　six　calcareous　con、cretions　and　one　diatomaceous

　　　　mudstone　of　the　Cretaceous，Oligocene　and　Early　to　Late　Miocene　of　Japan　show　distinct

　　　　免atures　and　wellresemblance　to　the　corre1＆tive　SilicoHagellate　zones　proposed　byBuKRY（1974）

　　　　in　Southem　Hemisphere。

　珪質鞭毛藻類は黄色鞭毛藻綱に属し（小泉，1975），微

化石としては常に珪藻に随伴しているが，その産出量は

通常ごくわずかで，顕微鏡下で丹念に探してはじめて見

出される程度である．しかし，これが地層対比に有効で

あろうことはHANNA（1928）により指摘されたところで

あり，最近の深海底掘削計画の進展とともに詳しい検討

が進められるようになり，細かな帯区分も試みられてい

る（小泉，1975）・そのひとつに，南半球の非熱帯地域海

洋底の試料に基づく，BUKRY（1974）の帯区分があり，

これは白亜紀から第四紀までを16分帯している．

＊北海道支所

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表 試料と

　本邦でも珪質鞭毛藻が珪藻質泥岩に含まれていること

は知られていたが（TsuMuRA，19631沢村，1967），この

たび白亜紀の石灰質団塊に珪藻とともに保存されている

ことが見出され，つづいて漸新世および中新世の団塊で

も同様なことが明らかとなった．それぞれの群集組成を

みると・時代ごとに差異を示して，BUKRYの帯区分に対

応していることも認められたので，ここに簡単に報告す

ることとした．

　なお，音羽は種の同定を含めて，作業の全般を行い，

沢村はその指導にあたるとともに報告書の作成を行っ

た．また写真については矢島淳吉技官の協力を得た．

その産地

試料番号

No．1

No．2

No．3

No．4：

No．5

No．6

No．7

地　層　名

縫　別　層

森　戸　層

釣　　懸　　層

大童子層

小樽内川層

板割沢層

岩 質

含動oo61α灘5
　石灰質団塊

含．Po弼伽4勉
　石灰質団塊

石灰質団塊

珪藻質泥岩

石灰質団塊

石灰質団塊

石灰質団塊

時 代

白　亜　紀

　　後　期

漸　新　世
　　後　期

中　新　世

　　前　期

中新世中期

　　前　半

中新世中期

　　後　半

中　新　世
　　後　期

中　新　世
　　後　期

産 地

1）北　海　道
　幾春別地域

北海道釧路炭田
　尺別炭鉱北北酉

神奈川県葉山町
　森戸神社南側海浜

北海道奥尻島
　青　苗

青森県鰺ケ沢南西
　馬木海岸

北海道札幌市
　西野の奥，宝来橋下

札幌市簾舞北方
　砥山橋北側

採　集　者

地　質　部
　田　中　啓　策

北海道大学大学院
　山　形　　　茂

北海道支所
　沢　村　孝之助

地　質　部
　秦 光　男

地　質　部
　上　村　不二雄

北海道支所
　沢　村　孝之助

同　　上

1）詳しい産地は残念ながら不明となっている．
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地質調査所

　　　　　　　第2表

月報（第30巻第

珪質鞭毛藻群集組成

1号）

イノセラムス団塊
　　Oo7η襯

　　功7α耀1α

縫　別　層

　　Oo痂5伽α

　　1万o夢06hα

　　D25帥hα郷

　　ハ売5068ηα

　　翫∂26％妙5づ5

森　戸　層

　　Oo漉56伽

　　Oo痂56吻

　　1万oリン06hα

　　DJ∫卿hα泌

　　1）ε5診6メ》hαηzε5

　　D25卿hα泌

　　孤65068nα

　　施∂蜘妙5お

釣　懸　層
　　（〕o痂5餓α

　　．D短θゆhα聯

　　Dゴ5卿hαη鋸3

　　Dゑs卿hα諮

　　Dε3妙hα郷

　　砿65068ηα

大童子層
　　σαηπ吻1鋤

　　Z）25∫ψhαnz∬

　　瀬65066πα

　　伽認吻・・hα

小樽内川層

　　1）20り700hα

　　1）ぎ6り700hα

　　Pごz7αo匹∫6リノ06hα

板割沢層
　　1）吻06hα

　　Z）25卿hαn鋸5

　　1）65旋ψhごz㍑％5

　　1）’5∫亀りhα7zz∬

Po76♂z吻’α8

伽6ぬ

’7」α6α磁hαv．minor

躍αη翻

膨6ぬ規

‘ψ加」伽

蝕ψ翻伽

」7づα6α窺hαv。n五nor

♂7∫ごz6αη孟hα

μぬ
67％κ

Joη9融伽

珈6ぬ窺v。襯η吻Jo肋5

砂加1伽

cf．伽α

」吻6磁hαv．minor

67％κ

卿6ぬ窺

吻6ぬ窺v．仰嫁o脚
ψθ6ぬ彫V．6απη吻10劾5

‘ψ翻伽

h6辮彦勇ウhα67彦6％5

67％κ

h6xαgoηα

P・加6痂

幽蜘
P56π吻2蝕」α

P・卿・痂

μμ1α

67麗x

吻6麗」伽

吻6π伽v．卸孟α9・泌

GLESER

HANNA

（SGHU。）LING

FRENG。

（EHR．）HACKEL

（SCHU．）DEFL

（LEMM。）FRENG，

（SCHU。）LING

（EHR．）HANNA

EHR．
（EHR．）HACK、

SCHULZ

（PRos。）GLESER

（SGHU．）DEFL．

（DEFL。）FRENG．

（SCHU，）LING

（EER．）HAC阻L

（EHR．）HACKEL

LEMM，

（PRos。）GLESER

（SCHU．）DEFL。

（EHR。）H：ACKEL

（EHR．）H：ACKEL

H：AGK肌

（EHR．）FRENG。

EHR．
（SCHULZ）

（EHR．）FRENG．

EHR．

（EHR．）H：ACKEL

（EHR。）H：ACK肌

LEMM．

写真番号

　　　　1

　　　2，3

4

5
6

　7

8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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本邦の白亜紀および第三紀の石灰質団塊中の珪質鞭毛藻化石群集（沢村孝之助・音羽恵子）
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第1図　本邦の化石珪質鞭毛藻（種名は第2表参照）
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地質調査所月報（第30巻第1号）

　今回取扱った試料は，白亜紀，漸新世および中新世の

石灰質団塊6個と，これに欠ける層準を補うための，奥

尻島釣懸層の珪藻質泥岩1個の計7個である（第1表）・

　その精製処理は珪藻の場合に準じた．稀塩酸で溶解

し，過酸化水素水中で煮沸，次いで砂質と粘土分とを沈

殿法により除去し，精製試料をえた．その一部をガラス

板上にひろげ乾燥し，200倍の顕微鏡下で殻を探した・殻

は毛筆で吊上げてカバーグラスに移し，バルサムなどで

封じてスライドに作成した．

　各試料で検出された珪質鞭毛藻群集組成は第2表に示

したとおり，構成種数は多くはないが，それぞれの間に

明らかな差異が認められる．構成種（および変種）の数

はあわせて18である．この数はBUKRY（1974）が南半球

で主要種とした19と似るが，その間の共通種は9種にす

ぎない（第3表）・しかし，なお両者の間にはよい対応が

みられる．すなわち，

　試料No・1の組成はBUKRYの助74勉伽ル76π1α帯に一

致する．

　試料No．2（縫別層）では漸新世種を産し，Oo禰5躍α

h観伽の欠けることから，翫∂蜘Joρ廊伽ρ伽」α如帯に

対応する．

　試料No・3（森戸層）では漸新世型，中新世型の種の

混在が著しく，　亙痂副oρ廊卿47伽をこ形態の近似する

N・cf・」伽が多産することから，亙g麗励伽帯に対応

するものとされよう．

　試料No・4（釣懸層）では上記によく似るがN・cf・

1磁を全く欠くこと，　Oo繊56観偏吻‘餌hαの変種v・

minor　O．αρ魏伽4の存在から，0・∫吻6碗加帯に対応

する．

　試料No・5（大童子層）の対応は難しいが，4種中の

3種が新たに出現したものであることと・試料No・6，7

とは異なる組成をもつことからみて，1）ε吻伽郷Joηg一

鋤伽5帯に相当するものと考えられる．

　試料No・6（小樽内川層）では多産種が一致すること

から1）諭ッ06加ρ56記卿π」α帯に対応する．

　試料N・・7（板割沢層）も多産種の一致，またD・ρ蜘一

40ノ伽1αを欠くことから，明らかに1）麟6ρ加η郷5ρ卿」鍵勉

帯に対応する．

　この対応で，種の生存期間が食い違うのは，共通9種

のうち1種，1）ゴ5卿hα％∫loπ8卿6η％5のみである・これは

森戸層に産するが・とげの長さからみると，あるいは異

種として取り扱うべきものとも考えられ，検討を心要と

する．

　またBUKRY（1974）が漸新世と中新世の境においた，

M65066ηα46％1α如を伴う1）乞5孟8ρhαη％5ρ6伽goππ5帯は今回

は見出されていないが，これは不整合による欠除とみな

されよう．

　このように，BUKRYの漸新世から中新世にかけての南

半球における帯区分は本邦においても基本的には成立

し，汎世界的対比における珪質鞭毛藻類の有効性を示唆

している．しかし，今回取扱った試料は各地からの寄せ

集めなので，このような結果はなお予察的段階にとどま

っている．さらに今後の詳しい研究に期待したい．

　ここで再び第3表に振り返ると，表には群集組成の急

変するところが明瞭に現われている．その最も著しいの

は白亜紀末である．LING（1972）は白亜紀の種として

5種あげているがそのうち始新世にまで延びるのはただ

一種c・漉5餓αgω窺θ緬昭のみである．また始新世では新

たに8種が出現しているという．

　これに次いでは中新世の中頃であり，ここで漸新世型

と中新世型の種の交代が生じている．中新世前半には漸

新世に出現した種はなお数多く存在するが，中新世中頃

を境にして，その後半には新たに出現した種が顕著とな

っている．さらに，漸新世末および鮮新世末にもまた構

成種に変化が生じている．

　このようにみると，珪質鞭毛藻によれば，白亜紀，古

第三紀，中新世前半，中新世後半と鮮新世，および第四

紀の5区分が基本的であり，これは比較的容易に識別さ

れる．

　これらをさらに細分するには，充分な慎重さが必要と

されよう．その理由の一つとして，珪質鞭毛藻もその分

布が環境に支配されていることがあげられる．たとえば

1）宛ツ06加属はすべて温暖性，窺吻ρhα脚属の種は寒

冷性で，その個体数の比は古水温を反映する（小泉，

1975），小樽内川層と板割沢層との群集組成の差異も，こ

の考え方からすれば水温低下を示すものとされ，その差

は他地域では異なった現れ方をする可能性がある．

　珪質鞭毛藻についての知見は急速に増加しているが，

石灰質団塊に保有されていることが明らかとなった現

在，その応用はまた興味深い課題となってきているとい

えよう．

文　　献

BuKRY，D．（1974）　Stratigraphicvalue　of　Silicofla－

　　　gellates　in　Nontropical　regiom・　060乙　So6・

　　　∠n鴉B％」乙，vo1．85，P．1905－1906。

GLEssER，S．1．（1966）　Silicoflagellatophyceae，in

　　　GoLLERBAKH　M。M．，ed．，0卯♂og7翻6

　　　Pl伽’5gμh6Ul＆乱R。りAkad．N乱uk　SSSRン

　　　vo1．7，P。1－330（in　Russian）．
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1．

9
1

第3表　Bu皿Yの珪質鞭毛藻による帯区分とその本邦への適用

壽δ　δ　o蕊ミ　乏篭　乏　　ミミ　ミ　　ミ避　q　貸　“　　咽　　魂δ　q　q心　　qq　“　貸Epoch
　Sillicoflagellate
zones　and　subzones
　　　　　　（BUKRY1974）

Quatemary
Dむ妙hα％螂oo伽9吻燃 I

I

1

廊砂hα騰oo∫o耀万硲 1
　　Pliocene
一　　一　　『　　『　　一　　r　　一　　一　　一　　r　　一

札幌｛繍罐

鯵ヶ沢大童子層
　　Miocene

　（奥尻釣懸層）

　三浦森戸層
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

　釧路縫別層

　OI1gocene

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　一

　　EQcene

Pガs妙h伽鰯

　吻副聯sクθ6娩勉 1
1

P吻oσhα卿雇碗δぬ i　　　I
I　　　I

I
l
　
　 l 3

P醜ρhα塀s　Jongゴs伽硲
I　　　l 1 l　　　　　　l

l　　　　　　lI

Co7δ魏耀　ず吻偲班h4 1
l　　　　　　　　　　l

Mzび勧Joヵ脇9襯伽如
l　　　l
l　　　I

1）醜ρh伽郷

　sρ8α4媚ρ8吻goπ郷 I
I

o

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　垂

砺∂吻♂o麺sδ⑳∫6吻云σ 1
『 I　　　　　　　　　　　I

αめ06hα

　44伽4勉

P2吻06肋
　加π8％θ砺

l　　l
　　　l

1 　　　　　　　l
l　　　　　　l

〃6so‘召n召

　妙♂‘鋸砲如
l　　I
l　　I I

I

I
l
　
　
　
　
　
　 l

磁び繊Jo♪廊
　師s伽osσ

I
I
　
　 l I

I

　　　　　　　l
I　　　　　　I

1）1めo‘加h㎝o朋伽 l　　l I
l物o蜘Joρ幡60ηs師磁 l　　I

1

Paleocene Co7傭θ卿α　hαs如如 盤

幾春別伽o‘磁窺副
Late　Cretaceous L卿郷ぬ伽‘吻

下段の図はBu照Yの主要19種であ1），その

産出層準は細線で示されている。

太線は本邦試料にみられる産出層準であり，

BUKRYの19種に含まれぬものを上段に図示

した。
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地質調査所月報（第30巻第1号）
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　　　　ser．C－45，no．2，P。127－136．

（受付31978年7月17目1受理；1978年9月19日〉

　付　　記

　本稿提出後，根室半島基部の霧多布を訪れる機会をえて市街裏に現われる霧多布層中の石灰質団塊を

採集した．これを検討したところその最下位に含まれる団塊2個のみから次の種を見出すことができた．

　　　　　0・藺躍α吻6％Z伽（：LEMM．）HANNA

　　　　　O・　　hα伽如（LE㎜。）LING

　　　　　O・　　励繍（LEMM。）

　　　　　α　　渉吻hα物（EHR。）且ANNA

　この群集は勿7α灘」αあるいは翫痂π勿323を欠いており，BukryのCorbisema　hastata帯によく対応

し，霧多布層に暁新世の浮遊性有孔虫を産する（吉田，1967，早坂教授記念論文集）こととよく合致し，

本稿の趣旨を補足しているので，ここに付記することとした．
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